
第７回「観光・ホテル・外食産業展ＨＯＫＫＡＩＤＯ」

業界の課題解決、もてなし価値向上へ
月９、の２日間、札幌市で

注目講演・企画

（６）第３２３９号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）１０月７日（月曜日）

昨
年
の
出
展
風
景

　
日
本
能
率
協
会
は

月
９
、


日
、
札
幌
市
白
石
区
の
ア
ク

セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
で
第
７
回
「
観

光
・
ホ
テ
ル
・
外
食
産
業
展
Ｈ

Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
２
０
２
４
」

を
開
く
。
「
北
海
道
都
市
開
発

・
建
設
総
合
展
２
０
２
４
」

「
災
害
リ
ス
ク
対
策
推
進
展
北

海
道
２
０
２
４
」
「
北
海
道
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
革
新
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
４
」
の
三
つ
の
展
示
会

を
含
め
、
総
称
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
１

５
０
北
海
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
展
開
す
る
。

　
観
光
資
源
が
豊
富
な
北
海
道

に
お
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

好
調
に
推
移
す
る
な
ど
旅
行
需

要
が
過
去
最
大
に
増
え
て
い
る

半
面
、
顕
在
化
し
て
い
る
人
手

不
足
や
省
力
化
な
ど
の
課
題
解

決
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海

道
の
開
業
や
、
２
０
３
０
年
度

を
予
定
す
る
北
海
道
新
幹
線
の

札
幌
延
伸
な
ど
、
北
海
道
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
動
き
も
進
ん

で
い
る
。

　
主
催
者
は
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
と
も
て
な
し
価
値
向
上
の
た

め
、
北
海
道
内
最
大
級
の
規
模

で
サ
ー
ビ
ス
業
界
向
け
の
展
示

会
を
開
催
す
る
。

　
展
示
会
の
リ
ア
ル
開
催
を
通

し
て
、
来
場
者
に
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
実
際
に
見
て
、触
れ
て
、

体
感
し
て
も
ら
う
。
省
人
化
・

効
率
化
に
つ
な
が
る
Ａ
Ｉ
調
理

ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
機
、
全
自
動
シ
ス
テ
ム
炊
飯

器
、
人
材
紹
介
サ
ー
ビ
ス
や
、

も
て
な
し
向
上
に
寄
与
す
る
ヴ

ィ
ー
ガ
ン
・
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
対

応
の
業
務
用
冷
凍
食
品
、
ハ
ラ

ー
ル
対
応
食
品
、
窓
ま
わ
り
の

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
幅
広
い
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
可
能
な
製
品
が
一
堂
に
会

す
る
。

　
会
場
内
で
は
無
料
で
参
加
で

き
る
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
を
用
意

し
て
い
る
。
旭
山
動
物
園
の
園

長
を
務
め
た
小
菅
正
夫
氏
を
は

じ
め
、
北
海
道
で
大
き
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
る
道
の
駅
と

観
光
に
つ
い
て
、
道
の
駅
た
が

み
駅
長
の
馬
場
大
輔
氏
な
ど
、

２
日
間
で
５
本
の
講
演
を
予
定

し
て
い
る
。

　
【
開
催
概
要
】

　
展
示
会
名
＝
第
７
回
観
光
・

ホ
テ
ル
・
外
食
産
業
展
Ｈ
Ｏ
Ｋ

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
２
０
２
４

　
開
催
期
間
＝

月
９
日（
水
）

・

日
（
木
）

時
～

時

　
会
場
＝
ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ

（
札
幌
市
白
石
区
）

　
主
催
＝
日
本
能
率
協
会

　
出
展
規
模
＝
１
３
０
社
、
２

１
０
ブ
ー
ス
（
同
時
開
催
展
含

む
、
予
定
）

　
入
場
者
数
＝
６
千
人
（
４
展

合
計
、
予
定
）

　【注目講演】
　１．旭山動物園復活の立役者が語る「逆境を跳
ね返す組織づくり」
・日時：月９日（水）：～：
・会場：アクセスサッポロ大展示場内特設ステー
ジ
・定員：人（聴講無料・要事前登録）
・講師：旭山動物園元園長・小菅正夫氏
・講演概要：コロナ禍を経て観光需要が復活した
中で、関連業界では人手不足が課題となっている。
特に北海道はインバウンドの注目を集めており、
今後さらに需要が増していくと考えられ、早急な
対策が求められる。
　旭山動物園を復活させた立役者である小菅正夫
氏を招き、課題から活路を見いだすためのマネジ
メントについて、自身の経験を交えながら提言を
いただく。
　２．公益財団法人はまなす財団共催セミナー　
道の駅が、観光と地域づくりの新たな舞台になる
～「道の駅」第３ステージが目指す、道の駅のこ
れから
・日時：月日（木）：～：
・会場：アクセスサッポロ大展示場内特設ステー
ジ
・定員：人（聴講無料・要事前登録）
・講師：道の駅たがみ協同組合　道の駅たがみ駅
長・馬場大輔氏、公益財団法人はまなす財団理事
　北海道大学大学院農学研究院客員教授・林美香

子氏
・講演概要：新潟市近郊の人口約１万人の町、田
上町。年にオープンした「道の駅たがみ」は、
わずか４年で年間来場者数が万人に上るととも
に、オリジナル特産品の開発、町の名物「竹」を
テーマにしたイベントの開催など、地域文化の継
承と新たな価値づくりの舞台となっている。駅長
の馬場大輔氏を招き、北海道大学大学院農学研究
院客員教授林美香子氏とともに、観光振興と地域
活性化の両面から期待される、これからの道の駅
の姿を考える。
　３．テクノロジー時代のこれからの接客
・日時：月日（木）：～：
・会場：アクセスサッポロ大展示場内特設ステー
ジ
・定員：人（聴講無料・要事前登録）
・講師：株式会社ＷＡＲＡ―Ｌ代表取締役・遠山
啓之氏
・講演概要：近年、人材不足・人件費増や原価高
騰など、外的要因の大きな変化による、採用難解
消・生産性向上などの課題に対し、テクノロジー
の導入による解決策が増えてきている。目の前の
課題解決は本質的ではない…。ヒトが活躍する世
界は？　これからの接客で大切なことは？　新し
い切り口のセミナー。
　【注目企画】
　「ネクストリーダーズ」～新たなホスピタリテ
ィ業界を描く！日本能率協会が次世代リーダー向

けの議論・発表の場を提供～
　月９日（水）：～：、大展示場内特
設ステージで開催。同日：から結果発表
　「観光立国を担う次世代が考える新たなホスピ
タリティ業界のあり方」をテーマに、宿泊業界な
どの将来を担う若手たちが本音で議論を交わすプ
ロジェクトを企画。
　観光産業を支えてきたホスピタリティ業界は、
人手不足など重大な課題を抱えつつも、日本全体
の経済発展に大きく寄与する重要な役割を果たし
ている。そんな業界の課題解決と発展に向けた新
しい可能性を、若き才能たちとともに発掘・提案
することを目指す。
　プログラムは総合ファシリテーターの徳江順一
郎氏（東洋大学国際観光学部准教授）のもと三つ
のステップから成り立っている。ステップ１では
各自が抱える課題について議論を通じて現状分析
を行い、解決策のテーマを決定。ステップ２では
現役経営者や有識者と意見を交換し、提言の具体
的内容を練り上げる。最終的には、展示会場内の
ステージで各チームがその提言を発表する。
　当日のステージでは、今後業界を支えていく若
手たちが現状の課題について熟考し、たどり着い
た提言を聞くことで、日ごろ抱える課題を解決さ
せるためのヒントを得られる。投票から選ばれた
最優秀チームは来年２月のＨＣＪホテル・レスト
ラン・ショー（東京・東京ビッグサイト）で開催
される全国大会に出場する。



F u j i t a k a ブース№０３２

「省人化」「ロボット化」「次世代化」図る

自
動
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
・
入
退
場
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

クレドホールディングス ブース№０５５

ホテル・旅館の受託運営事業を拡大

宿
泊
施
設
の
サ
ポ
ー
ト
・
課
題
解
決

日本語学校運営、卒業生に就職先を紹介

注目の出展企業を紹介
（７） 第３２３９号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）１０月７日（月曜日）

　
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｔ
ａ
ｋ
ａ
は
、
「
省
人

化
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
・
次
世
代
化
」
を

テ
ー
マ
に
ホ
テ
ル
の
課
題
解
決
が
で

き
る
商
品
を
展
示
。
自
動
掃
除
ロ
ボ

ッ
ト
や
入
退
場
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を

中
心
に
、
災
害
時
に
役
立
つ
簡
易
型

の
階
段
昇
降
機
な
ど
を
提
案
す
る
。

　
業
務
用
床
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
Ｕ

Ｄ
Ｕ
　
Ｃ
Ｃ
―
１
」は
、掃
き
掃
除
、

乾
拭
き
、
床
洗
浄
、
吸
引
と
い
っ
た

多
様
な
機
能
を
集
約
。こ
の
１
台
で
、

あ
ら
ゆ
る
床
掃
除
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
。
オ
プ
シ
ョ
ン

の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
導
入

で
、充
電
の
ほ
か
、

給
水
、
排
水
も
自

動
で
行
う
。

　
ア
プ
リ
読
み
取

り
式
券
売
機
「
リ

ヴ
ァ
ン
」
は
、
事

前
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
販

売
さ
れ
た
チ
ケ
ッ

ト
を
、
リ
ス
ト
バ

ン
ド
型
の
チ
ケ
ッ

ト
と
し
て
発
券
。

入
退
場
ゲ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
と
連
動
す

れ
ば
、
チ
ケ
ッ
ト

の
販
売
か
ら
受
け

付
け
、
精
算
、
入

退
場
管
理
ま
で
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
行

い
、
施
設
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
業
務
の

効
率
化
を
実
現
す
る
。

　
置
く
だ
け
で
設
置
で
き
る
簡
易
ゲ

ー
ト
「
Ｐ
ｉ
ｔ
Ｓ
ａ
ｔ
（
ピ
ッ
ト
サ

ッ
ト
）
」
は
、
フ
ラ
ッ
パ
ー
が
な
い

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ゲ
ー
ト
。
バ
ー
コ
ー

ド
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
の
媒
体
を
使

用
し
た
認
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
可

能
。ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
発
券
さ
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
の

認
証
や
認
証
記
録
の
管
理
を
行
う
。

　
非
常
用
・
簡
易
型
階
段
昇
降
機

「
ら
く
段
」
は
、
災
害
時
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
停
止
し
て
も
使
用
で
き

る
。
電
動
式
な
の
で
負
担
な
く
階
段

の
昇
り
降
り
が
可
能
。
分
か
り
や
す

い
操
作
パ
ネ
ル
と
家
庭
で
充
電
で
き

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
採
用

し
、
小
型
・
軽
量
で
収
納
や
運
搬
も

簡
単
。
折
り
た
た
み
式
な
の
で
保
管

場
所
を
選
ば
な
い
。

　
氷
の
い
ら
な
い
か
き
氷
機
「
純
雪

機
」
は
、
少
し
の
液
体
か
ら
、
わ
ず

か
３
秒
で
ふ
ん
わ
り
と
し
た
新
感
覚

の
雪
氷
を
作
る
。
冷
凍
庫
を
使
わ
な

い
省
エ
ネ
タ
イ
プ
。
ブ
ロ
ッ
ク
氷
を

購
入
・
保
管
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、

管
理
ス
ペ
ー
ス
も
必
要
無
い
。

　
ほ
か
に
も
小
型
ラ
ン
ド
リ
ー
や
真

空
包
装
機
な
ど
も
展
示
。
「
当
日
は

商
品
に
触
れ
て
、
さ
ら
に
体
験
し
て

も
ら
え
る
」
と
同
社
。

業
務
用
床
掃
除
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｐ
Ｕ
Ｄ

Ｕ
　
Ｃ
Ｃ
―
１
」

（
右
）
と
簡
易
ゲ

ー
ト
「
Ｐ
ｉ
ｔ
Ｓ

ａ
ｔ
（
ピ
ッ
ト
サ

ッ
ト
）
」

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
会
津

白
井
社
長

杏
林
国
際
語
学
院
の
学
生
た
ち

　
ク
レ
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
東

京
都
新
宿
区
、白
井
浩
一
社
長
）は
、

ホ
テ
ル
・
旅
館
向
け
ス
パ
事
業
や
ス

ク
ー
ル
事
業
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
業
、
温
浴
事
業
、
飲
食
事
業
な
ど

を
行
う
ク
レ
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
と
、
ホ
テ
ル
客
室
・
ビ
ル
清
掃
・

管
理
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
修
繕
、
海
外

人
材
の
教
育
な
ど
を
行
う
プ
ラ
ス
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
傘
下
に
持

ち
、
特
に
宿
泊

施
設
の
サ
ポ
ー

ト
と
課
題
解
決

を
行
っ
て
い

る
。

　
東
京
新
宿
学

園
（
東
京
都
新

宿
区
）
、
永
興

教
育
学
園
（
埼

玉
県
飯
能
市
・

東
松
山
市
）
、

杏
林
国
際
語
学

院
（
福
岡
県
小

郡
市
・
神
奈
川

県
横
浜
市
）
、

サ
ム
教
育
学
院

（
東
京
都
新
宿

区
）
の
日
本
語

学
校
４
校
・
６

校
舎
も
運
営
。

卒
業
生
に
は
主

な
就
職
先
と
し

て
観
光
・
宿
泊

業
界
を
紹
介
し

て
い
る
。
総
学

生
数
は
３
千
人

規
模
。
日
本
語

学
校
の
規
模
で

は
国
内
第
２
位
グ
ル
ー
プ
を
誇
る
。

　
同
社
の
白
井
社
長
は
次
の
よ
う
に

語
り
、
企
業
の
社
会
貢
献
と
価
値
の

創
造
を
目
指
す
姿
勢
を
強
調
す
る
。

「
私
た
ち
は
企
業
の
環
境
変
化
を
的

確
に
捉
え
、
価
値
を
創
造
し
、
製
品

サ
ー
ビ
ス
を
革
新
し
続
け
る
『
環
境

適
応
企
業
』
で
あ
り
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
企
業
様
、
特
に
ホ
テ
ル
・

旅
館
が
変
化
す
る
経
営
環
境
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
価
値
の
創
造
と
競
争

力
強
化
を
ご
支
援
す
る
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
企

業
様
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
、
社
会
的

存
在
価
値
の
向
上
を
通
し
て
の
人
々

の
幸
福
感
と
感
動
が
私
た
ち
の
喜
び

で
す
」
。

　
同
社
が
い
ま
最
も
注
力
し
て
い
る

の
が
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
受
託
運
営
事

業
の
拡
大
だ
。
「
都
市
部
で
は
コ
ロ

ナ
禍
後
の
急
速
な
宿
泊
需
要
の
拡

大
、
地
方
部
で
は
少
子
高
齢
化
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
宿
泊
業
界
は
深
刻

な
人
材
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
弊
社

は
、
宿
泊
施
設
内
に
お
け
る
ス
パ
・

エ
ス
テ
の
受
託
運
営
を
皮
切
り
に
、

ホ
テ
ル
内
レ
ス
ト
ラ
ン
の
受
託
運

営
、
客
室
清
掃
の
受
託
、
宿
泊
施
設

へ
の
外
国
人
人
材
の
紹
介
、
そ
し
て

宿
泊
施
設
自
体
の
受
託
運
営
へ
と
事

業
の
幅
を
拡
大
し
て
き
て
い
る
」

（
白
井
社
長
）
。

　
現
在
の
運
営
施
設
は
、
グ
リ
ー
ン

ホ
テ
ル
会
津
（
福
島
県
会
津
若
松

市
）
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
呉
　
大
和

温
泉
（
広
島
県
呉
市
）
、
ザ
ザ
シ
テ

ィ
浜
松
（
静
岡
県
浜
松
市
）
内
カ
プ

セ
ル
ホ
テ
ル
の
３
施
設
。

　
「

数
年
前
か
ら
イ
ン
ル
ー
ム
ス

パ
の
展
開
な
ど
で
宿
泊
業
界
の
経
営

者
の
方
々
と
接
点
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
ス
パ
は
現
在
、
海
外
も
含
め

る
と
ス
パ
業
界
最
大
の
約
２
千
施
設

を
運
営
し
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
事

業
で
は
『
ホ
テ
ル
グ
レ
イ
ス
リ
ー
新

宿
』『
ホ
テ
ル
グ
レ
イ
ス
リ
ー
銀
座
』

『
ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
〈
六
本

木
駅
東
〉
』
で
エ
ン
タ
メ
レ
ス
ト
ラ

ン
『
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
』
の
受
託
運
営

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
客
室
清
掃

人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
き
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
を
設
立
し
、

清
掃
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
は
、
新
宿
を
中
心
に
毎
日
４
千

室
の
客
室
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
次

に
、
清
掃
だ
け
で
な
く
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
を
中
心
と
し
た
部
分
で
も
人
材
が

不
足
し
て
い
る
と
聞
き
、
日
本
語
学

校
４
校
・
６
校
舎
を
取
得
。
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
だ
け
で
な
く
接
客
部
門
で
も

働
け
る
外
国
人
人
材
を
育
成
し
、
就

職
先
と
し
て
ホ
テ
ル
・
旅
館
を
紹
介

し
て
い
る
。
特
に
地
方
旅
館
で
は
、

接
客
部
門
で
の
外
国
人
人
材
の
ニ
ー

ズ
も
大
き
い
と
伺
っ
て
い
る
の
で
、

積
極
的
に
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

当
社
は
、
宿
泊
施
設
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
歩
ん
で
き
た
こ
の

余
年

で
、
宿
泊
施
設
自
体
の
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
も
蓄
積
。
ス
パ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

清
掃
も
外
注
業
者
と
し
て
請
け
負
う

が
、
施
設
運
営
そ
の
も
の
も
請
け
負

う
こ
と
を
始
め
た
。
日
本
語
学
校
を

保
有
し
た
こ
と
で
、
人
材
供
給
源
を

確
保
し
て
い
る
の
で
、
人
材
不
足
に

は
対
応
で
き
る
自
信
が
あ
る
。
弊
社

で
は
、
各
事
業
部
門
、
各
現
場
の
Ｄ

Ｘ
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、

宿
泊
施
設
の
現
場
に
も
取
り
入
れ
て

い
る
。
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部
分
を
Ｄ
Ｘ
で

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
で
、
総
支

配
人
・
部
門
別
支
配
人
以
外
は
外
国

人
従
業
員
で
も
運
営
で
き
る
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
も
考
え
て
い
る
。
私
は
、
当
社

を
こ
こ
ま
で
育
て
て
下
さ
っ
た
宿
泊

業
界
の
皆
さ
ま
に
恩
返
し
が
し
た

い
。
規
模
の
大
小
や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
問
わ
ず
、
い
ま
困
っ
て
い
る
ホ
テ

ル
・
旅
館
を
受
託
運
営
で
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
目
標
は
今
後
５
年
間
で
１
０
０

棟
。
お
気
軽
に
お
声
が
け
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」（
白
井
社
長
）。


